発明提案書の記載要領







シエラ・クレアーレ特許事務所
１．【発明の名称】
・明細書記載の発明の名称は特許請求の範囲の記載に応じて変化します。

・ここでは発明者の方が端的と思われる名称（仮称）を記載してください。
２．【背景技術】と【発明が解決しようとする課題】
・今回の発明に関して、従来どのような構成（方法）が用いられていたか、

・その従来技術にはどのような課題（問題）があったのか記述してください。
・従来技術が記載された特許文献があれば公開公報の番号（特開2015-123456等）を記載してください。
３．【課題を解決するための手段】
・上記課題を解決するためにどのような構成としたのか、発明した装置の構成、

特にポイントとなる部分を明確に記載してください。

・この際、従来技術では装置ＸがＡ+Ｂ+Ｃ+Ｄで構成されるのに対し、
本発明では、装置ＹがＡ+Ｂ+Ｃ+δで構成される（δがポイント部分）

と考えると比較的考えやすく、発明のポイントも明確化できます。
４．【発明を実施するための形態】
・課題解決手段は、発明のポイントを抽出して簡潔に記載したものです。
・一方、実施形態は、発明がどのように実施されるのかを具体的な実施例に基づいて構成及び作用を記載し、課題が解決されることを説明する項です。

・理解を容易にするため、一般的に、図面を用いて説明します。

・発明のポイントとなる部分を中心として、外形図や断面図、ブロック図等を用いて装置構成を説明し、必要に応じて、フローチャートやタイミングチャート等を用いて作用を説明します。

・装置全体の概要構成図と発明部分の図面が必要です。この際、装置全体における発明部分の意義が分かることが大切です。
・正確な設計図面（三面図）は必ずしも必要ありません。ポイント部分が明確に

把握できればポンチ絵でもかまいません（出願時に製図します）。

・ブロック図は、発明のポイント部分を抽出して簡略化した図面でOKです。
・ポイント以外の部分は簡潔化して記載します。
５．【特許請求の範囲】
・本項は、権利化しようとする技術内容を明確かつ簡潔な文章で表現する領域です。
・一般的には、メインクレーム（独立請求項）と、これに従属して構成を限定するサブクレーム（従属請求項）とから構成します。

・メインクレームは、課題を解決するために必要な最小限の構成を記載します。

・サブクレームは、メインクレームに他の構成要素を付加した構成、あるいは、　メインクレームに上位概念で規定した構成要素を下位概念に限定した構成とします。

・その際、上位概念化に気を取られると、従来技術を含む内容になったり、課題を解決できない内容になったりしがちです、この点に充分ご注意ください。
・文章化が難しければ、発明のポイントとなる構成要素を列挙し、Ａと、Ｂと、Ｃと、δとからなる○○装置のように記載したもので構いません。
６．【発明の効果】

・発明の効果は、基本的に【発明が解決しようとする課題】の裏返しになります。
・メインクレームの構成で課題を解決できるようにする必要があります。

・サブクレームに対応し、サブクレーム特有の効果（付加的効果）を記載します。

７．【図面】
・説明に使う図面はできる限り発明者が準備してください。
・補足的に説明図を付加した方がよいと思われる場合、特許事務所で書起こします。

・寸法線やバルーン等は削除し、可能な範囲でセンターラインも削除してください。
・発明のポイント部分が明確に現れている図面が望まれます。但し、図面が存在しない場合や作図する時間がない場合には手書きのポンチ絵でも結構です。いずれの図面も出願前に特許図面専門の業者でトレースした図面を用いて出願します。
８．その他

・説明した実施例以外で考えられる形態（例えば変更例）があれば提示して下さい。この際、効果が幾分低下したとしても本願発明の目的が達成できれば良く、他社が本願発明を回避するとしたらどのような手段を用いるか考慮して下さい。
・発明提案書を事前に送付頂いた後、原則として、知的財産部の担当者同席のもとで発明者と面談し、発明内容の説明及び出願内容の打ち合わせを行います。このとき、発明提案書の記載について質疑応答を行うとともに、必要に応じて追加資料の作成や補足図面の補充をお願いすることがあります。
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